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「
災
害
は
怖
い
け
ど
何
を
準
備
す
れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
」

　
「
引
っ
越
し
て
き
た
け
ど
誰
に
相
談
す
れ
ば
良
い
の
？
」

　
防
災
に
対
し
て
意
識
は
違
え
ど
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
る
こ
と
は
あ
る
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
災
害
時
の
「
市
民
の
皆
さ
ん
で
で
き
る
こ
と
（
自
助
）」・

「
市
で
で
き
る
こ
と
（
公
助
）」・「
地
域
の
皆
さ
ん
が
共
に
で
き
る
こ
と
（
共
助
）」

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
個
人
で
出
来
る
こ
と
と
し
て
、

「
１
週
間
分
以
上
の
食
料
や
飲
料
水
の
備

蓄
」「
家
具
の
固
定
」
を
ぜ
ひ
、
お
願
い

し
ま
す
。
市
で
は
公
助
の
一
つ
と
し
て
、

家
具
固
定
器
具
の
無
料
配
布
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
知
立
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、安
心
安
全
課（
☎

（95）
０
１
６
０
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
で
で
き
る
こ
と
と
し

て
、
地
域
の
防
災
訓
練
や
市
の
総
合
防
災

訓
練
に
参
加
い
た
だ
き
、
日
頃
か
ら
防
災

へ
の
関
心
を
高
め
、
地
域
防
災
力
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い

し
ま
す
。

知
立
市
の
予
想
被
害

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

知
立
市
で
は
最
大
で

死
者 

約
200
人

建
物
被
害 

約
４
千
300
棟

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
猿
渡
川
・
逢
妻
川
の
付
近
で
は

液
状
化
の
危
険
性
も
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
よ
う
な
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
際
に
は
公
的
機
関
に
よ
る

「
公
助
」
だ
け
の
対
応
で
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
発
災
直
後
の
対
応
に
お
い

て
、
自
ら
の
身
を
自
ら
で
守
る
「
自
助
」

と
地
域
社
会
が
協
力
し
て
お
互
い
を
守
る

「
共
助
」
の
２
つ
の
「
助
」
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。

ハザードマップは市ホームページで
見ることができます。

知
立
の
防
災
を
考
え
る

特
集命

を
守
る

準
備

で
き
て
い
ま
す
か
。
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知立市すぐメール
　市民の皆さんの防災対策などに役立てて
いただくため、あらかじめ登録された携帯
電話やパソコンに、避難勧告等の緊急かつ
重要な防災情報などを電子メールにより配
信します。
　また、防災情報は、多言語の登録をして
いただくと、英語、ポルトガル語、中国語、
やさしい日本語で一部配信します。
　登録は、右にある QR コードなどのいず
れかの方法により無料で登録できます。

〔下記のいずれかの方法で登録〕
・QRコード

・空メールアドレス　t-chiryu@sg-m.jp
　（送信元アドレスは chiryu@sg-m.jp です）

・登録サイト（PC）
　https://service.sugumail.com/chiryu/member/

・登録サイト（携帯）
　https://service.sugumail.com/chiryu/

　知立市では、平成29年度から災害時に地域で活躍する防災士を養成するため、防災士資格取得に対して、
次のとおり補助制度を設けましたので、ぜひご活用ください。
【補助対象経費および補助金の額】
①日本防災士機構が認証した研修機関が実施する研修講座受講料
②防災士資格取得試験受験料
③防災士認証登録料
①～③の経費のうち補助対象者が負担した額で、限度額1万5千円（1人につき1回限り）
※詳しくは安心安全課（☎95－0160）へお問合せください。

防災士養成補助事業

　タンスなどの家具が倒れてくることによる被災
を防ぐため、家具転倒防止器具の無料配布を行っ
ています。
　地震に備えて、家具転倒防止器具を取り付けま
しょう。高齢の人や障がいがある人で取付けが難
しい人には、市が委託した者が代行して取り付け
るサービスを行っております。

○�器具の種類（種類により配布できる数が決まっ
ています。）
　�L 型金具、ベルト式、チェーン式、ポール式（つっ
ぱり棒）
○申請時間　平日　8：30～17：15
○申請方法　安心安全課窓口で申請

家具転倒防止推進事業

　防災ラジオとは、AM、FM放送以外に、防災行
政無線の放送を受信するラジオです。
　普段から防災行政無線が聞こえづらい地区の人
や災害時の備えとしてぜひご検討ください。

○対象者　※1台まで
　市内在住の世帯主または事業主
○負担金
　2,000円（世帯主）
　3,000円（事業主）
○申請方法
　�安心安全課窓口へ負担金を持ってお越しくださ
い（受付時間は、家具転倒防止推進事業と同じ
です。）。

防災ラジオ等配布事業

イメージ イメージ

登録無料！
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金賞

銀賞 銅賞

商品紹介
　いつでも、どこでもすぐ食べられる、保存用食品
としても最適な「そのまんま OK カレー」。
　ご飯も必要なく、賞味期限5年の長期保存 OK。
特定原材料7品目不使用。温めても、そのままでも
おいしく食べられます。

商品紹介
　食器やスプーンも内蔵されて
いて、ヒモを引くだけ8分間で出
来上がる。保存場所を選ばず、3
年間保存できます。

商品紹介
 淡路島の海岸で採れたひじきをたっぷり使
用していて多くの栄養素が含まれ、血行促
進・貧血予防などたくさんの効能がありま
す。災害時にもしっかり栄養が取れる商品。

三徳屋株式会社
そのまんまOKカレー　甘口／辛口
　各486円（税込）

近藤防災株式会社
Hotぐるべん7備蓄王そぼろ玉子とじ丼
　1,296円（税込）

株式会社味きっこう
忍者食ひじきごはん
　3,950円　※セット価格

このカレーはルーだけで
なくご飯も入っているの
で、本当にそのまま1食と
して食べられるからいい
よね！

ご飯と具、発熱剤が
入っていて約10分
で温められるから嬉
しいよね。

災害時では水も不足する
可能性が高いから、調理
せずに食べられるのは物
と時間の節約になるかな。

値段は高いみたいだけど、
消費期限が近づいたら通
常のご飯として食べれば、
買い替えもできるかも！

忍者飯の名前のとおり、
調理が不要ですぐにご飯
として食べることが出来
るところがすごい！

味も本当に美味しい！
普通に晩御飯として食
べられるぐらい…笑

災害時でも温かい
ご飯を食べたいと
きにすごくいい！

少しやわらかいご飯
でお年寄りでも食べ
やすいと思う！

備蓄食料を
実際に食べてみた

　知立市では災害時の備蓄食料として想定避難者数の3日分を備蓄しています。しかし、行政の備蓄だけで
全ての人の食料を確保することが難しいのが現状です。
　そのため、各家庭にて1週間分以上の備蓄を呼びかけていますが、何を備蓄したら良いか分からないとの
声がありました。そこで、今回は日本災害食大賞（一般社団法人防災安全協会主催）で入賞した3品を安心
安全課職員が試食して、最新の備蓄食をレポートします！備蓄食料購入の参考に少しでもなればと思います。
※市役所では販売していませんので、ご注意ください。
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地
球
は
卵
の
よ
う
な
構
造
で
、
黄
身
の

核
、
白
身
の
マ
ン
ト
ル
、
殻
の
プ
レ
ー
ト
で

で
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
プ
レ
ー
ト
が
10

数
枚
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ば
ら

ば
ら
に
動
い
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
４
つ
の

プ
レ
ー
ト
が
ぶ
つ
か
る
世
界
で
も
珍
し
い
場

所
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
住
む
南
の
太
平

洋
の
下
に
は
、
南
海
ト
ラ
フ
と
い
う
深
い
溝

が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
フ
と
は
海
溝
よ
り
浅
い

溝
の
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
は
、
南
か
ら
移
動

し
て
き
た
海
の
プ
レ
ー
ト
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
海

プ
レ
ー
ト
が
陸
の
プ
レ
ー
ト
の
ユ
ー
ラ
シ
ア

プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
ん
で
い
ま
す
。
沈

み
込
み
始
め
る
場
所
に
で
き
た
溝
が
南
海
ト

ラ
フ
で
、
東
は
駿
河
湾
か
ら
西
は
宮
崎
県
沖

ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
は
、
100
年
～
150
年
の

間
隔
で
巨
大
地
震
が
起
き
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
呼
び
ま
す
。

最
近
の
３
つ
の
地
震
は
、
１
７
０
７
年
宝
永

地
震
、
１
８
５
４
年
安
政
地
震
、
１
９
４
４

年
昭
和
東
南
海
地
震
・
46
年
南
海
地
震
で
す
。

海
の
地
震
な
の
で
、
揺
れ
に
加
え
て
津
波
も

襲
っ
て
き
ま
す
。
東
南
海
地
震
で
は
西
三
河

で
も
、
碧
南
市
や
西
尾
市
を
中
心
に
多
く
の

被
害
が
出
ま
し
た
。
近
く
の
半
田
市
で
は
、

中
島
飛
行
機
の
山
方
工
場
が
つ
ぶ
れ
て
、
多

く
の
学
徒
た
ち
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
前
後
に
は
、
内
陸
で

沢
山
の
地
震
が
起
き
ま
す
。
東
南
海
地
震
の

37
日
後
に
は
三
河
地
震
が
起
き
、
幸
田
町
や

西
尾
市
・
安
城
市
を
中
心
に
２
千
人
を
超
え

る
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
当
地
は
、
戦
争

末
期
に
２
つ
の
震
災
と
戦
災
を
経
験
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

西
三
河
地
域
は
、
海
に
面
し
た
場
所
で
津

波
や
浸
水
の
危
険
性
が
あ
り
、
矢
作
川
流
域

の
軟
弱
な
地
盤
は
強
い
揺
れ
や
液
状
化
の
危

険
が
、
北
の
中
山
間
地
で
は
土
砂
崩
れ
や
孤

立
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
西
三
河
の
中
心
に
あ

る
知
立
市
は
平
坦
な
台
地
が
広
が
る
の
で
、

比
較
的
安
全
な
場
所
で
す
。
た
だ
、
逢
妻
男

川
周
辺
は
液
状
化
の
心
配
が
あ
り
、
木
造
密

集
地
域
は
火
災
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
の
要
衝
な
の
で
、
帰
宅
困
難

者
の
発
生
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
は
、
東
日
本
大

震
災
の
そ
れ
を
遥
か
に
上
回
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
他
地
域
か
ら
の
支
援

は
余
り
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
行
政
の
力
に
も

限
界
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
自
ら
の
命

は
自
ら
守
り
、隣
近
所
で
助
け
合
う
、と
い
っ

た
自
助
と
共
助
が
基
本
に
な
り
ま
す
。
家
族

の
命
を
守
る
に
は
、家
が
壊
れ
な
い
よ
う
に
、

塀
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
、
家
具
の
下
敷
き
に

な
ら
な
い
よ
う
に
対
策
す
る
こ
と
で
す
。
つ

ぎ
に
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
が
止
ま
っ
て
も

生
き
て
い
け
る
よ
う
最
低
限
の
備
蓄
を
し
、

さ
ら
に
、災
害
後
に
、皆
さ
ん
で
助
け
合
い
、

逞
し
く
回
復
す
る
力
を
持
つ
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」で「
災

い
転
じ
て
福
と
な
す
」
知
立
市
を
目
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
名
古
屋
大
学
減
災
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
福
和
伸
夫
教
授
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と

西
三
河
地
域
の
被
害
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

名
古
屋
大
学
減
災
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
長

福
和
伸
夫
教
授

南
海
ト
ラ
フ
地
震
か
ら

地
域
と
家
族
を
守
る
た
め
に
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災
害
時
に
は
負
傷
者
の
救
出
救
護
、
住
民

の
安
否
確
認
・
避
難
誘
導
、
避
難
所
運
営
な

ど
に
従
事
し
ま
す
。
特
に
大
規
模
災
害
が
起

こ
っ
た
場
合
、
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
被
害
に
よ
り
、
消
防
な
ど
の
公
的
機
関
は

応
急
活
動
に
追
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
事
態
に
備
え
、
住
民
が
連
携

し
て
地
域
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
自
主
防
災
組
織
の
役
割
で
す
。

　

そ
こ
で
、
近
年
は
近
隣
市
の
自
主
防
災
会

な
ど
と
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」
と

「
防
災
の
啓
発
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

世
代
や
地
域
を
超
え
た連

携

　

近
隣
市
の
自
主
防
災
会
と
の
交
流
事
業
で

は
、
豊
田
市
や
西
尾
市
の
自
主
防
災
会
に
お

邪
魔
し
、
先
進
的
な
事
例
を
学
び
、
知
立
市

の
自
主
防
災
活
動
に
活
か
し
て
い
ま
す
。
大

規
模
災
害
時
で
は
近
隣
市
と
も
協
力
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
な
た
め
、
自
主
防
災
会
と
し

て
も
関
係
を
構
築
し
、
大
規
模
災
害
に
備
え

て
い
ま
す
。

　

啓
発
活
動
で
は
、
知
立
よ
い
と
こ
祭
り
で

の
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」
や
知
立
市
民

大
運
動
会
で
の
「
防
災
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
」
等

を
と
お
し
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
災

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
機
会
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
中
学
生
に
地
域
の
防
災

を
学
び
、
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
も
ら

う
た
め
、
知
立
中
学
校
の
生
徒
に
対
し
自
主

防
災
会
の
取
組
み
等
を
紹
介
す
る
授
業
を
行

い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
も
将
来
地
域
を
担
う

一
員
と
し
て
「
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
に
な
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
市
全
体
の
防
災
力
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
各
団
体
と
関
係
性
を
深
め
て
い
く

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
主
防
災
会
の

取
組
み
を
も
っ
と
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
防
災
に
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
と
な
り
、
総
合
防
災
訓
練
へ
の
参

加
、
そ
の
先
の
市
の
防
災
力
ア
ッ
プ
に
繋
げ

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
防
災
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
「
人
と

人
の
つ
な
が
り
」
で
す
。
平
時
か
ら
防
災
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
人
を
増
や
し
て
い

き
、
防
災
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
災
害
時
に
地
域
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
自
主
防
災
会
の
皆
さ
ん
。

　
普
段
の
活
動
内
容
や
地
域
で
連
携
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

知立市自主防災会連絡協議会の皆さん
左から相談役關勝さん、会長神谷正明さん、
相談役加藤浩一さん

人
と
人
の
連
携
か
ら
生
ま
れ
る

「
共
助
の
輪
」
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防
災
マ
マ
か
き
つ
ば
たとは

？

　

「
今
の
ま
ま
で
は
、
子
ど
も
を
守
る
ど
こ

ろ
か
、
自
分
の
命
さ
え
守
れ
な
い
！
」
３
歳

の
息
子
を
抱
え
な
が
ら
、
防
災
の
講
座
を
受

講
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

親
子
の
話
を
聞
き
、
ど
こ
か
他
人
事
の
よ
う

に
思
っ
て
い
た
災
害
の
リ
ア
ル
に
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
自
分
の
周
り
だ
け
で
は
な
く
、

同
じ
マ
マ
た
ち
に
も
伝
え
た
い
と
思
い
、
団

体
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
学
生
時
代
か
ら
取

り
組
ん
で
い
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
今
の
私

「
子
育
て
中
の
マ
マ
」
の
視
点
で
防
災
を
く

ら
し
に
取
り
入
れ
、
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
・
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
や
す

い
防
災
講
座
の
開
催
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に

出
展
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
子
育
て
サ
ー
ク

ル
や
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
依
頼
さ
れ
て
講
座

も
行
っ
て
ま
す
。
ま
た
、
普
段
興
味
の
な
い

人
に
も
防
災
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
各
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
知
立
市
な
ど
拠
点

地
域
の
連
携
、
全
国
の
防
災
に
取
り
組
む
皆

さ
ん
と
連
携
し
、
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
防
災
士
・
看
護
師
の
マ
マ
も
増
え
、

よ
り
専
門
的
な
知
識
を
も
つ
マ
マ
た
ち
も
増

や
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
延
べ
２
千
人
以

上
の
親
子
に
伝
え
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い

こ
と
に
、
全
国
放
送
の
テ
レ
ビ
・
新
聞
・
雑

誌
な
ど
メ
デ
ィ
ア
に
も
多
数
掲
載
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

顔
見
知
り
の
人
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
り
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
児
童
館
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
楽
し
み
な

が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
顔
見
知
り
に
な
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
顔
見
知
り
か
ら
お

友
達
へ
、
そ
し
て
地
域
を
好
き
に
な
っ
て
い

く
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

防
災
ｍ
ｅ
ｍ
ｏ

～
お
子
さ
ん
の
た
め
の
防
災
リ
ュ
ッ
ク
～

　

お
う
ち
を
安
全
に
し
、
い
ざ
と
な
っ
た

ら
避
難
す
る
準
備
も
大
切
で
す
。
そ
れ
に

加
え
乳
児
の
と
き
は
、
マ
ザ
ー
ズ
バ
ッ
グ

に
防
災
グ
ッ
ズ
を
た
し
て
、
防
災
仕
様
に

♪

　

お
子
さ
ん
が
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

お
子
さ
ん
に
１

つ
防
災
リ
ュ
ッ

ク
や
ポ
ー
チ
を

ご
用
意
く
だ
さ

い
。
私
は
、
保

険
証
な
ど
の
コ

ピ
ー
と
一
緒
に

子
ど
も
の
特
性
や
連
絡
先
を
書
い
た
防
災

カ
ー
ド
と
一
緒
に
入
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

絵
カ
ー
ド
が
あ
る
と
小
さ
な
お
子
さ
ん
や

障
が
い
が
あ
る
お
子
さ
ん
、
日
本
語
が
得

意
で
は
な
い
人
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
り
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
目
線
で
防
災
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
る
、
知
立
市
・
刈
谷
市

で
活
動
中
の
防
災
マ
マ
か
き
つ
ば
た
代
表
の
髙
木
一恵
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

防災ママかきつばた
代表　髙木一恵さん

防災ママカフェ＠知立の様子

地
域
で
の
繋
が
り

ま
ず
は
身
近
な
マ
マ
友
か
ら
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